
井上電機製Ｃ２３２の修理 
長年愛用してきました井上電機製作所（現アイコム）製 144MHZ トランシーバーの送信出力が出なくなり
ました。幸いにもファイナル交換で修理できましたのでレポートします。 

 
１．原因追及 
送信出力が出ないと言っても原

因は様々です。受信は問題なく出

来ていること、送信出力は微弱で

すがハンディでモニターすると信

号が確認できますのでファイナル

付近の調整ずれか、ファイナルか

ドライバ段の不良と予測致しまし

た。 
 
２．各部の動作確認  
①電圧の確認  
まずはドライバ及びファイナル

のトランジスタに加えられている

か電圧が低下していないかテスタ

ーで確認します。幸いコレクタ電

圧等は正常に掛かっておりました

ので電圧降下による出力低下では

なさそうです。 
②送信出力の再調整 
 ファイナル付近の様子は写真２，

及び３を参照して下さい。ファイ

ナルトランジスタは基板の裏側に

半田付けされていますのでこちら

側からは見えていません。白く見

えている大きなトリマーコンデン

サ２個がファイナルの出力側の調

整用トリマーコンデンサです。 
 PTT を押しながら出力が最大
になるように交互に調整します。 
ついでに、ドライバー段のトリマ

ーコンデンサも微調整してみまし

た。しかし、出力は最大でも 0.1W

しか出てきませんでした。 
 また、送信受信を繰り返してみ

るとその弱い出力が変動していま

す。時折 1W 程度までグーンと出
るときが有りましたが電源の電流

が流れていないので高調波かトラ

ンジスタの発振している疑いがあ

りました。 
③トランジスタの動作確認  
こうなると、トランジスタが不

良なのかトリマーコンデンサ等が

不良なのかわかりませんので、フ

ァイナルとドライバのトランジス

タを外してテスターで各電極間の

抵抗値を確認します。トランジス

タはダイオードと直流的な値はあ

まり変わりませんので内部で断線、

或いはショートしているとすぐに

わかります。チェックにはアナロ

グテスタを使った方が分かり易い

でしょう。 
C-B間、C-E間、B-E間の抵抗

値をテスターで計ります。おのお

の順方向のみ導通があり、数字も

ほぼ同じ値を示します。逆方向で

も導通が有れば内部でショート状

態になっています。 
私の場合、トランジスタ導通で

は特に異常は見つかりませんでし

た。しかし、トランジスタの利得

が低下しているかもしれませんの

でとにかくファイナルを交換して

みることにしました。 

３．ファイナルの交換 
 ファイナルのトランジスタを交

換するのは良いのですが、肝心の

トランジスタ（2SC2094）が入手
できません。そこで、手持ちの

2SC2695 を使用してみました。大
きさも同じですし、周波数も 430
ＭＨＺで使用できるトランジスタ

なので規格上は全く問題ありませ

ん。 
実際のファイナルトランジスタ

は写真３のような状態で基板に半

田付けされています。 
 半田吸い取り器、或いは半田吸

い取り線で半田を吸い取り、基板

の銅箔を剥離しないように慎重に

トランジスタを外します。ベース

側にダイオードと、セラミックコ

ンデンサが取り付けられています

ので無くさないようにします。 
 古いトランジスタを取り終えた

ら、基板上に残った半田、フラッ

クスを取り除いておきます。そこ

に、新品のトランジスタの放熱面

にシリコングリスを塗り、ネジ留

めしてから基板に半田付けします。

トランジスタの取付ネジが確実に

締まっていることを確認して終了

です。（写真４参照） 
 半田付けした部分がアースとタ

ッチしていないか等目視点検をし

ます。テスターでコレクタ、ベー

スが基板とショートしていないか



確認すれば完璧です。 
４．再調整 
 電源を接続して、スイッチを入

れます。PTTを押し、送信状態に
します。私の場合、この時点で出

力が 10W 以上になっておりまし

た。先ほど２の②で調整したよう

にもういちどトリマーコンデンサ

を交互に調整し、出力が最大にな

るようにします。ついでにドライ

バ段も出力最大になるように調整

します。 
 IC232 は「Hi」「Low」の２段
階で出力を切り換えられます。

「Hi」のポジションで１0W にな
るようにまた「Low」のポジショ
ンで1Wなるように基板上のVR1
及び VR2 を調整します。 
写真５では無線機テスターで周波

数と出力を確認したところです。 
 送信出力=11.5W 
 周波数 144.60ＭＨZ 
を表示しています。 
５．さらなる問題が・・・ 
 修理しているうちに今度は表示

の文字が欠けるというトラブルが

発生しました。１４４．４ＭＨＺ

以下と１４５から１４５．4ＭＨ
Ｚまでの２つの帯域で LED セグ
メントの文字が欠けるというもの

です。これは PLL の専用ＩＣが
不良のようですが交換部品が無い

ことと周波数を固定して使用して

いるので直さないことにしました。

これ以上手を入れると中古より高

くなってしまいます。（笑い） 
６．最後に 
 古い無線機でも使用方法を限定

すればまだまだ使えます。もし調

整中に壊わしてもたかがしれてい

ます。捨てる気になればどんな修

理（改造？）も出来てしまいます。

回路図とにらめっこしながら、さ

しずめクロスワードパズルをして

いるような感覚で楽しめました。 
 こうしてめでたく IC232 はパ
ケット通信用として現役復帰しま

した。 
       終わり！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
写真１ 修理状況 

 
 

 
写真２ 調整個所 

Low 用調整用 VR 

Hi用調整 VR 

ファイナル調整用

トリマー 



 
写真３ ファイナル部調整個所 

 
写真４ ファイナル部 

ファイナル調整用トリマー 

ドライバートランジスター 

ドライバー調整用トリマー 

ファイナル 

セラコン 

ダイオード 



 
写真５ 測定中 

 
 
 
 
 
 
 
 


